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■
5
年
醒
／
市
政
の
碁
本
方
針
と
口
点
三
三

企
業
誘
致
で
産
業
の
据
興
を
図
り

　　

@
う
る
か
い
ど
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
つ
く
り

σ
．
薩
…
姻

議題
咽
．

P・■・

、●’．

ゴ
罵
二「

4

為しはなにつよる享年から市花「ひまわり」がまちのあちこちに見られ

　
第
一
回
日
向
市
議
会
（
三
月
定
例
会
）
は
、
三
月
一
日
か
ら
十
九

日
ま
て
の
十
九
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
会
に
は
、
初
日
に
三
樹
市
長
か
ら
三
年
度
の
市
政
の
基
本
方
針

と
重
点
施
策
が
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、
条
例
、
事
件
決
議
、
予
算
な
ど

三
十
九
件
、
会
期
中
の
議
員
提
出
議
案
二
件
の
計
四
十
一
件
か
提
出

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
五
月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
、

　
今
月
号
て
は
三
年
度
の
市
政
の
基
本
方
針
と
主
要
な
施
策
の
概
要

お
よ
び
条
例
の
お
も
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

●
市
行
政
の
基
本

5
項
目
の
基
本
目
標
を
設
定
し
て

第
三
次
日
向
市
総
合
計
画
を
策
定

　
平
成
－
r
．
．
年
【
西
暦
．
／
一
．
集
〕

度
を
目
標
年
次
に
「
う
る
お
い
と
生

き
が
い
の
あ
る
ま
ち
」
を
将
来
像
ヒ

し
．
　
「
産
業
が
栄
え
、
文
化
の
香
り

高
い
都
市
」
を
都
市
像
レ
一
す
る
、
第

．
．
．
次
日
向
市
総
合
洋
画
を
実
現
す
る

た
め
、
次
の
基
山
．
目
ぞ
を
し
邦
上
し
、

計
画
的
な
ま
ち
づ
一
り
を
進
め
ま
す

　
一
、
魅
力
あ
る
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

　
　
く
り

二
、
健
や
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
ま

　
　
ち
づ
く
り

三
、
安
全
で
快
適
な
明
る
い
ま
ち
づ

，
　
　
　
く
門
り

四
、
産
業
が
栄
え
、
若
者
が
定
着
す

　
　
る
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

五
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
的
な
文

　
　
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

●
主
要
な
施
策

交
通
網
の
整
備
促
進

　
県
北
民
長
年
の
今
願
て
あ
り
ま
す
．

衷
瓦
州
自
動
三
道
の
世
設
に
つ
き
ま

し
4
、
は
、
西
都
以
北
問
」
牽
備
詮
商

の
前
提
三
竹
ま
す
環
簿
拙

の
対
象
一
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
し
一
は
大

変
残
念
で
す
が
、
　
旧
武
か
ら
西
都
ま

で
の
建
眠
が
い
よ
い
よ
現
巾
夫
味
を
貯
軍

び
た
レ
一
い
う
こ
と
で
あ
り
、
西
都
以

北
部
．
分
に
つ
い
て
瀞
も
、
巳
小
及
び
瑚
系

者
一
並
び
に
県
北
民
が
結
束
し
、
岬
匠
来
下

に
も
ま
し
’
、
強
η
な
運
動
を
展
開
し

が
、
い
き
た
い
レ
　
思
い
ま
す
．

　
ま
た
、
広
域
農
道
沿
岸
北
部
区
間

で
最
も
難
関
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た

耳
川
㍗
橋
も
唱
成
四
年
度
に
は
冗
成

の
見
通
し
レ
一
な
り
ま
し
た
し
、
残
る

衆
完
成
の
剃
し
地
区
に
つ
き
圭
し
て

も
同
年
度
に
は
完
成
さ
れ
る
よ
う
、

国
、
県
に
強
く
要
望
－
し
て
い
る
レ
＝
　

ろ
で
す
　
加
え
て
、
、
旧
灘
北
部
に
つ

き
ま
し
て
は
、
塩
見
地
区
で
理
蔵
之

化
財
や
城
堆
等
み
た
め
、
L
嘗
吐
捗

の
」
れ
り
心
配
評
、
・
れ
妻
し
た
ワ
、
す

で
に
関
係
機
関
に
よ
る
現
地
調
霞
も

終
．
聞
し
圭
し
た
の
で
、
こ
れ
も
早
急

に
牧
4
1
L
妻
、
」
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
る

レ
一
こ
ろ
で
す

　
ヵ
ー
フ
ェ
ー
1
1
に
つ
毛
ヒ
ま
一
．
二
・
は
．

国
際
－
日
出
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
か
ら
シ
ー

コ
ム
フ
．
一
り
一
と
な
り
、
ヘ
ー
後
の
工

↑
付
柏
芋
L
人
亦
父
心
配
瀞
、
、
れ
ま
し
た
が
、
さ

き
に
発
表
評
、
義
た
倖
．
爾
詐
画
に
よ
り

ま
す
レ
一
、
現
フ
T
｛
り
ー
ト
あ
り
身
こ
ら
に

－
入
馴
一
て
か
つ
h
荷
4
一
力
フ
ェ
リ
ー
却
孔
r
　

造
L
、
－
冨
の
安
定
化
を
図
る
ヒ
の

こ
と
で
期
待
し
’
、
い
る
レ
＝
一
ろ
で
す

2
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2月8日に県庁で行われた調印式

h
勃
㌧
．
ヒ
》
闇
コ
”
　
　
」
一
　
L
㌻
あ
ー
ゾ
、
－
　
こ

一
F
’
　
　
　
　
ロ
．
卜
　
　
　
　
f
　
／
　
　
7
．
　
　
　
　
　
凌
’

ノ
・
市
k
此
任
口
恥
、
メ
デ
、
，
．
キ
，

ト
株
式
ヘ
ム
社
・
＝
た
阪
技
研
株
式
会
召

に
次
い
弔
、
四
社
ハ
メ
双
り
字
現
し
た

こ
し
一
に
な
り
ま
す
」
．
さ
ら
に
ー
ノ

を
無
み
・
こ
て
ヘ
ー
後
と
も
、
公
害
∂

な
．
「
　
屠
用
効
果
力
た
き
い
　
か
つ

層
旧
知
買
榛
ゐ
安
定
」
た
争
柔
の
誘
電

　
コ
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　

；
．
月
り
「
骨
z
」
ま
弓

都
市
基
盤
の
整
備

　
1
ま
れ
た
漏
り
男
h
－
で
，
奏
！
　
・

之
紀
明
≠
つ
住
み
、
∴
環
挽
は
．
だ

し
も
　
　
誕
：
『
・
．
・
一
圭
L
｝

．
－
．
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
ピ
　
　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
ま
ず
、
公
域
ド
r
旦
事
素
は
、
与

水
の
排
除
と
衣
流
化
㍉
生
播
改
善
、

河
川
の
浄
化
を
め
ざ
し
て
途
次
処
理

区
域
の
拡
大
を
図
う
て
き
ま
し
（
．
」
、

本
年
巳
は
さ
ら
に
そ
の
区
域
を
ひ
ろ
げ

曽
根
町
、
江
良
町
境
び
向
－
町
力

．
部
を
実
施
†
る
は
か
、
亀
崎
ボ
ン

フ
場
の
ん
ル
成
鴇
り
に
ト
あ
っ
㎡
、
汚
水
砒
・
べ

量
が
増
加
し
た
こ
と
に
伴
い
、
肯
里
崎

ボ
ン
フ
場
レ
こ
津
化
セ
ン
タ
ー
の
拡
島
允

を
図
り
ま
す
．
．
ま
た
、
低
湿
地
帯
へ

の
浸
水
防
除
と
公
衆
衛
生
の
確
疏
を

期
す
る
た
め
実
施
し
て
い
る
都
市
下

水
路
戯
裳
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

占
田
、
山
下
、
畑
浦
の
．
．
．
事
業
を
実

施
し
ま
す
．

　
機
能
的
な
市
街
地
と
望
ま
し
い
宅

地
、
そ
し
て
公
共
施
賦
の
中
」
偏
…
か
b

う
ヒ
地
区
弾
車
．
理
賢
業
は
、
断
年
度

と
同
様
亀
崎
地
区
、
亀
崎
北
地
区
、

受
毛
事
業
と
し
て
比
良
地
区
を
実
施

し
ま
す
　
な
お
、
へ
r
後
力
重
　
也
．
ズ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
　
1

～’看．ご1｝1弘㌘1日
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羊
マ

レ
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メ
ミ
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丁重

lll

l11’1

施勇、小

’拝す

門げ
iか

力

日
1

「
1

度
ノ．）

乍
’卜市

1芝山

はの
　　中’

11］． Cこ

日動
lrll　J

［！1山

ノ．♪　ケ

Lr崎

線逓
　　1小
ア三　－

　、

l
l
用

’．

㌔

ま
　

た

レ

杉

ま
．重一

／．、

亭

f」．

関
1
系

昔

力

「トイ．1

度IJr1

は

実
地

に
［lll

け

の

理地
口ノ亡

を説
li1日月

本

’L二

∫
F

ヌ

「

」

〆｝

4く

「． m

11こ

成

」
’玄L

9

貝ろ．

、㌔

地区
：

lIIL1

＝　7

｝11　ク

ね
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
を
細
結

日
知
屋
地
区
に
児
童
セ
ン
タ
ー
建
設

　
身
体
障
害
膏
福
祉
、
母
r
福
団
、

児
尊
隔
M
、
老
へ
福
二
㌦
い
す
ノ
ド

分
野
も
一
二
に
」
、
着
し
ハ
地
策
．
・
す

、
り
．
そ
力
丁
♪
一
に
つ
い
て
　
．
ゆ
い

う
圭
で
≦
・
あ
り
圭
冊
札
が
．
な
か
で

も
へ
r
騰
～
。
琶
／
輸
。
。
－
っ

．
っ
配
詳
君
幣
i
芋

饗
実
を
利
用
し
て
、
ね
た
き
り
琶
な

峻
ぴ
騒
緊
督
乞
尺
ゐ
命
艮
者
力
ご
許

リ
ヒ
讃
い
る
た
め
る
／
バ
図
f
当
を
乞

3月10日に文化交流センターで行われた健やかレクリェーションの集い

暇
寸
る
こ
と
に
し
ま
し
た
　
ま
た

．
．
．
地
区
公
民
館
に
数
ム
ロ
ず
）
の
一
の

す
を
妃
附
し
て
、
更
住
を
苅
り
ま
†

こ
㌍
別
慌
て
罰
の
か

ま
し
た
児
竜
セ
ン
タ
ー
を
日
知
屋
地

区
」
揖
賦
し
、
児
吼
に
健
全
な
聾
ひ

レ
一
」
父
既
の
場
を
提
供
　
健
全
育
成
ヒ

盃
貫
ゐ
向
L
を
期
待
し
て
い
ま
す

教
育
の
諸
条
件
の

　
整
備
充
実
に
努
め
ま
す

　
教
育
行
政
汁
、
教
育
委
員
会
の
方

針
や
地
漿
を
尊
重
し
ガ
リ
ら
教
育
の

渚
桑
件
力
牽
∴
鞠
充
実
に
努
め
ま
す

　
田
デ
ー
k
の
一
h
侃
鄭
．
偏
…
に
つ
い
て
は
、

本
ヰ
硬
は
富
島
中
学
快
み
た
現
十
改

吐
厄
事
岩
レ
一
美
々
津
山
コ
…
了
校
の
フ
ー
↓

改
、
染
卓
∴
曰
い
ま
｝
1

農
業
・
漁
業
環
境
の

　
　
　
改
善
に
努
め
ま
す

　
わ
が
堅
陣
裳
、
と
り
わ
け
壮
作
紅

宮
は
．
水
田
農
業
後
期
対
策
等
の
生

衆
院
中
り
杭
け
ら
れ
て
お
り
．
さ
ら

に
准
の
レ
山
場
関
田
腓
朕
問
題
ウ
一
含
卦
〕
ウ
T

グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
の
農
業
交
渉
等
、

国
際
問
題
を
も
含
む
厳
し
い
局
面
に

」
硫
た
を
・
・
れ
て
い
ま
す
が
．
米
は
わ
」

国
歴
業
の
”
旨
を
な
す
も
の
で
あ
る

～
け
に
　
国
を
あ
げ
て
市
場
開
牧
の

阻
止
に
努
め
る
と
と
も
に
国
民
．
へ

　
氏
が
米
の
消
加
賀
拡
大
に
奴
η
め
、
こ

ハ
鮪
関
に
対
由
心
す
べ
き
で
あ
ろ
う
ヒ

3
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思
∵
．
・
す

　
　
た
．
陣
尉
地
曳
力
－
規
改
〆
・

1
ほ
　
ア
、
・
、
・
引
き
ド
Ψ
∵
㌧
曙
装
’
．
・
す

そ
力
た
め
乍
－
覧
も
ほ
場
整
備
霊
叡

．
．
．
冨
麗
ー
カ
」
た
、
丁
　
一
含
埋

化
へ
琶
め
る
た
め
ハ
L
地
引
良
賢
弔
、

曲
旦
牛
偏
事
4
1
、
た
め
旭
㍉
撃
備
雰

叡
．
農
村
、
突
翻
「
偏
モ
デ
・
・
算
素
、

偶
　
政
策
捲
進
斗
　
㌧
集
活
寺
楠
雰

ヰ
」
・
を
ヂ
地
し
ま
－

　
窪
ヰ
壊
撹
も
ま
す
ま
す
敢
L
ン
．
、
を

増
　
．
二
、
い
醒
す
　
、
、
田
f
之
に
お

い
て
は
．
へ
r
ま
で
の
≧
う
な
一
f
一

を「系　L埣1を　疫坤1：二　．鋲　　 ’
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　に，原

　そ詣
　ノ’上II

　効　1

　果‘f

　をギ
　　1．ノ

　l　l「．

　つ自

信
郷
面
村
と
運
携
し
τ
観
光
開
発
を
！

　
リ
ア
ス
式
で
変
化
に
富
ん
だ
本
市

の
海
岸
線
は
海
洋
型
の
リ
ゾ
ー
ト
基

地
と
し
ザ
、
．
ま
た
観
た
資
源
と
し
て

多
．
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
圭
す
．

　
昨
年
度
か
ら
は
H
向
岬
観
光
レ
ク

ー
ー
エ
ー
シ
ョ
ン
基
地
卑
．
備
事
業
と
し

て
、
栄
の
山
由
頂
付
近
の
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
基
地
の
造
成
を
は
じ
め
太
平

●
▼
そ
の
他
の
お
も
な
施
策

細
島
港
の
整
備
に
最
大
の
努
力

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を
拡
充

　
日
司
市
に
レ
ニ
．
て
、
細
’
－
替
は
市

　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
兀
　
1
　
　
　
　
一

活
性
化
の
源
泉
で
あ
り
、
同
あ
な
し

に
は
、
市
力
ゾ
官
展
八
’
つ
↓
め
リ
仰
け
≠
ぎ
い
レ
一

い
’
．
て
も
過
．
．
、
目
で
は
あ
り
圭
せ
ん

1
乳
ヂ
．
て
、
同
港
分
噸
．
偏
…
に
つ
い

∬
、
は
、
最
た
の
努
り
を
払
う
つ
も
り

r
一
す

　
国
民
健
康
情
事
制
硬
は
、
　
幣
休

険
制
度
力
中
核
レ
一
L
　
、
地
域
一
療
ヵ

段
割
を
1
1
い
、
市
民
ゐ
保
険
、
レ
療
、

福
耐
地
徽
ハ
雌
保
に
大
き
な
貢
畝
を

r
ニ
ミ
一
圭
し
た
ノ
、
へ
U
　
鴇
，
布
ヒ

に
伴
う
昼
層
構
万
変
化
や
p
療
技

術
ゐ
高
度
化
専
門
化
寺
に
よ
り
気
．
藁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
」

　
要
る
年
よ
は
た
き
く
変
化
L
、
そ

．
1
！
に
口
・
．
’
、
一
尉
費
が
増
た
力
．
一

を
（
レ
一
り
、
全
月
U
・
珂
く
建
一
呆

》
d
ウ
一
眼
ド
に
一
一
た
椎
唯
大
な
ス
ケ
ー
ル

の
ス
ホ
ー
ツ
ス
ラ
イ
ダ
ー
の
闇
“
事

業
、
ま
た
、
紬
自
q
台
付
近
の
遊
歩

道
の
門
賦
藍
r
東
等
1
1
一
着
正
」
し
ま
し
た

」
、
こ
れ
ら
の
事
≠
は
い
す
れ
も
南

国
日
向
の
地
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
レ
一
し
て
、
ま

た
、
自
男
県
観
に
調
和
し
た
施
設
と

険
制
度
そ
の
も
の
」
危
機
に
直
面
し

囲
、
い
‡
♪
＋
；
　
こ
の
た
め
、
国
民
健
喰

保
険
制
度
の
k
期
安
定
化
を
、
国
に

強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
．
．

　
昭
和
丘
卜
六
年
ぱ
又
に
市
民
の
健
康

づ
く
り
を
目
的
に
、
健
嘩
管
理
セ
ン

タ
ー
を
建
賦
L
．
争
日
ま
で
ト
分
に

活
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
h
崎
齢
化
時

代
を
目
前
に
控
え
、
さ
ら
に
生
此
に

わ
た
る
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

一
た
め
に
は
、
健
呼
相
畝
、
健
唆
教

育
、
健
呼
呼
陛
㌔
隔
広
い
保
健
サ
ー

ビ
ス
」
必
裳
と
≠
，
て
き
圭
す
り
、

現
施
賦
で
は
ア
狭
と
な
り
ま
す
の
で
、

侭
午
度
二
赴
を
拡
充
す
る
こ
と
に
し

ま
r
．
軒
た

　
公
．
呂
争
乳
で
あ
る
水
害
事
累
は
、

常
に
争
才
力
終
古
督
を
丸
揮
L
、
暫

才
ゐ
4
「
口
に
努
め
”
、
い
↓
エ
＋
ぞ

　
和
小
篇
要
」
－
安
定
供
呂
，
に
こ
た
え

る
た
め
、
．
花
一
度
か
ら
配
力
年
継
机

事
裏
レ
一
「
一
て
着
手
し
た
　
第
六
次
拡

彊
山
菜
」
は
、
本
蒔
度
で
．
．
．
午
1
1
に

な
り
ま
す
」
、
引
き
挫
き
送
配
水
管

力
蕨
．
賦
、
配
水
旭
の
築
｝
、
配
水
処

し
て
広
く
観
光
客
に
利
用
さ
れ
、
市

民
に
レ
＝
．
て
」
つ
ト
ー
分
に
一
U
い
、
♂
ヘ
ー
「

め
る
場
所
に
か
る
二
と
を
確
』
し
て

い
圭
す

　
な
お
、
へ
’
回
、
日
何
・
東
臼
杵
打

部
ト
巾
町
村
レ
｛
ヘ
ム
に
お
い
て
作
成
一
㌶
」

観
光
開
発
一
画
n
’
”
つ
い
評
、
、
・
べ
甜
仰

町
村
と
も
連
携
を
レ
一
り
か
か
ら
、
観

光
開
発
に
取
り
椴
ん
で
い
き
た
い
ヒ

思
い
ま
す
．

理
地
　
の
嗣
．
偏
…
等
や
一
訂
　
め
て
い
㍉
－
ま

す
　
ま
た
．
赤
水
解
消
み
た
め
琶
朽

一
日
の
由
凡
一
工
軋
r
ウ
芦
仔
い
、
配
水
寧
冨
未

寺
－
備
箇
リ
眺
の
解
消
ヒ
も
わ
せ
て
口
庸
火

調
査
を
字
地
し
、
収
益
率
力
向
し
に

努
め
、
」
女
／
正
て
お
い
一
「
い
水
の
賑
女
」
妃

ワ
　
　
て
　
き
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郎
伊
訂
を
μ
り
圭
寸

4

．
」
嘆

．
■

副
　
　
条
例
．

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
条
例
・
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
支
給
条
例
を
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
画
整
理
課
を
設
置
／
消
防
団
条
例
改
正

市制施行当時の日向市駅前風景
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●

0
日
向
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

　
条
例

　
国
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ふ
る
さ
と
創

生
督
撃
」
を
卸
、
・
ら
に
発
展
さ
せ
る
た

め
、
乍
年
度
か
ら
「
地
域
つ
く
り
推

進
事
よ
」
と
し
ば
、
、
交
付
税
措
置
に

よ
る
艀
え
を
推
巡
す
る
こ
レ
一
に
な
り

ま
し
た
　
市
で
は
、
そ
カ
．
諾
た
し
丈

化
臣
び
ス
ホ
ー
ッ
朽
興
の
た
め
の
基

争
ゐ
日
誌
こ
充
て
、
導
金
か
ら
生
し

る
果
実
を
効
果
的
に
運
用
一
二
”
、
本

心
力
芸
術
芝
化
受
．
ス
ポ
ー
ツ
刀
．

榊
…
3
う
月
一
、
…

　函　瀦跡一一！四脚η冊一己弓麗一

目
ド

　
　
訟．

タ
．

えて

市制施行
40周年を迎

夢
≦
く
う
｛
∋
‘
白
毫
曜
当
言
舞
彗
彗
…
…
…
彗
白
票
彗
彗
琴
イ
弓
｛
霧
｛
舜
蓉
｛
舜
謹
話
｛
舜
さ
，
轟
琴
碁
…
舞
｛
9
導
碁
彗
妻
琴
｛
舜
萎
萎
｛
9
彗
｛
9
≦
｛
3
弍
8
イ

日向市長三樹　博

竃
鍵
窪
窪
一
さ
爵
』
建
爵
匹
鶏
塁
∈
手
函
産
西
F
重

層
の
振
興
を
図
る
こ
レ
一
に
し
ま
し
た
．

■
日
向
市
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
手

　
当
支
給
条
例

　
滑
賭
も
が
．
住
山
み
慣
れ
た
地
域
で
、

家
族
や
近
隣
乃
入
〃
・
レ
一
力
ふ
れ
あ
い

の
中
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
各
種
為
厩
肥
耐
サ
ー
ビ
ス
を
展

…
刷
し
て
い
ま
す
が
馬
在
宅
福
祉
乃
．

層
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

要
介
産
ハ
お
と
」
よ
り
等
を
介
護
L

’
、
い
7
つ
富
い
族
に
対
一
二
、
予
当
ヰ
一
芝
和

す
る
制
度
を
街
、
賦
し
ま
し
た

　
一
’
り
h
よ
．
　
〃
［
目
．
．
卜
し
、
．
L
－
q
l

　
一
μ
　
一
－
幽
　
　
H
二
丁
　
　
　
　
　
！
’
【
　
『
一

．
日
に
県
ド
で
六
番
目
に
市
制
を
施

往
し
、
乍
年
四
月
．
H
、
め
「
、
た
一

市
制
施
行
四
〇
周
年
を
迎
え
ま
」
た

　
こ
の
間
、
岡
多
の
困
難
を
兎
服
L
、

へ
’
日
の
礎
券
一
嚢
い
て
こ
ら
れ
た
多
／
、

力
光
へ
や
市
民
の
皆
様
b
に
改
め
て

敬
、
L
ヒ
覧
い
謝
の
恵
を
表
す
る
次
第
で

す
．　

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
当
た
り
、

私
は
、
．
．
レ
　
世
紀
に
む
け
　
、
市
民

が
健
晦
ハ
で
昼
適
な
生
活
を
鼻
呂
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
乍
市
の
地
域
的
な

特
性
と
恵
圭
れ
た
資
源
を
活
か
圏
し
な

が
ら
、
　
”
う
る
お
い
と
生
き
が
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
”
を
推
進
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
ヤ
　
重
ト
琶

■
日
向
市
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例

　
市
で
は
、
午
後
多
く
の
ヒ
地
区
画

一
．
理
事
業
や
小
規
模
な
都
市
開
発
夢

穿
か
見
い
込
ま
れ
ガ
、
い
ま
す
　
こ
れ
ら

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
．
都
市
計

画
課
か
ら
ヒ
地
区
画
虹
理
事
丈
部
門

を
独
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
一
・
．
て
、
争

後
の
都
市
”
諌
事
某
を
機
能
的
に
執

行
て
き
る
k
う
に
、
区
画
叙
．
理
課
を

設
置
し
ま
し
た
　
　
　
’

■
日
向
市
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改

の
実
現
の
た
め
に
市
民
．
体
レ
み
、

て
取
り
計
ん
で
ま
い
り
た
い
し
一
思
っ

て
お
り
圭
す
．

　
中
田
は
、
四
周
士
力
記
念
事
乳

レ
一
し
’
、
、
r
侠
と
な
・
、
た
健
嘩
繊
1
1
理

由
ン
ク
ー
ハ
建
［
、
児
一
力
健
全
育

成
の
推
進
を
図
る
た
め
力
中
央
児
亭

セ
ン
ダ
ー
－
ゐ
建
賦
ケ
を
心
し
め
、
ま

ち
づ
く
り
ー
1
…
ダ
ー
を
養
成
す
る
尺

材
ム
日
成
暫
血
襲
と
一
二
、
「
ひ
ま
わ
り
郭
」

粥
出
し
鼠
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
艦
’
業
を
，
汀

画
し
て
お
り
ま
す
．
．

　
市
民
福
祉
の
向
ヒ
と
市
政
発
展
の

た
め
に
、
へ
－
後
と
も
皆
様
の
よ
り
．

層
目
の
こ
㎜
埋
解
町
と
ご
協
力
毒
　
お
願
い
申

し
ト
．
げ
ま
す
．
．

〔
ト
琶
卜
重
唇
ト
鍵
ε
長
窪
轟
き
巨
三
雲
重
に
鎚
耳
鼻
日
長
廼
二
藍
髭
●
真
畔
白
藍
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現

麺
卜
藝
　
　
麺
ト
琶
　
　
雷
∈
ト
鍵
含
量
き
巨
さ
O
自
註
轟
轟
慧
き
r
屍
醒
，

■
■

　
　
　
　
　
　
O

‘
嘱
蓬
蓬
罵
う
彗
｛
9
≦
琴
屑
ら
雰
冒
ヲ
冒

b識＿＿一
…　皿

　　

直
話
ー
ー
ト
爵
垂
軽
き
ー
ー
…
ト
ー
ー
藁

　
5
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定
潅
ロ
ナ
に
伝
わ
る
占
文
睦
口
の
中
に

．
・
へ
－
．
．
．
年
〔
享
和
．
．
　
年
）
卜
1
1
付

の
「
内
　
済
融
く
」
が
あ
り
ま
す
．
．

　
こ
れ
は
当
時
、
平
岩
村
と
財
光
寺

村
の
間
で
起
き
た
・
八
な
ム
地
の
取
り
扱

い
に
…
刈
す
る
筆
威
の
調
停
井
と
で
も

．
肖
う
べ
き
も
の
で
、
双
方
の
事
情
や

ン
．
口
い
分
、
そ
れ
に
争
議
の
発
端
や
経

過
な
ど
に
つ
い
て
は
余
り
洋
一
ぼ
く
量
U

か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
．
仲
介
没
に
は

な
ぜ
か
豊
後
へ
大
分
県
）
日
田
郡
E

野
村
の
庄
屋
勘
ノ
衛
門
が
選
ば
れ
イ
、

い
ま
す
．
．

　
勘
左
衛
門
は
「
双
方
の
熟
淡
」
を

じ
ド
．
く
り
聞
き
、
調
停
案
を
示
し
て

争
f
餓
の
解
決
に
努
め
、
平
山
石
と
財
光

ナ
の
三
尺
も
こ
れ
に
婦
任
・
，
ノ
、
．
　
こ
の

　
件
は
詩
着
し
た
よ
う
で
す
ノ
．
　
此

目
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
力
は
二
段
目

の
中
に
「
宮
塚
」
の
之
ル
r
が
・
記
さ
れ

て
い
る
二
と
で
す
旧
こ
れ
は
・
ぺ
八
．
ム
地

の
目
安
に
す
る
た
め
、
杖
な
の
村
入

が
立
ち
へ
目
’
．
て
へ
坐
い
た
も
の
ら
し
い

の
て
．
へ
r
’
堂
平
田
百
と
財
「
光
学
の
境
界

付
近
に
残
．
・
．
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
．
．
ご
愚
智
の
万
が
い
・
り
’
、
し
｛
、

い
ま
一
“
た
ら
、
詳
解
1
1
殺
女
口
具
ヘ
ム
ま
4
、
お

知
ら
せ
．
ト
さ
い
．
．

　
そ
れ
と
、
こ
の
之
壁
目
に
は
調
停
の

結
果
を
わ
か
り
易
く
．
窪
し
た
絵
図
面

が
添
付
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
．
．

　
残
念
な
が
ら
原
本
は
伝
わ
．
・
．
て
い

ま
せ
ん
か
．
明
治
時
代
に
作
ら
れ
た

写
誤
り
あ
り
、
文
階
レ
一
同
怯
、
定
流
ロ

L
ぜ
二
口
乍
↑
仔
ζ
・
れ
て
い
ま
＋
辛

　
こ
の
絵
図
．
面
は
、
あ
く
圭
で
も
口
呈

和
．
．
．
年
の
　
件
に
係
る
も
の
て
は
あ

り
圭
す
が
、
当
時
の
．
半
岩
や
財
光
」

の
様
．
r
が
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
お

り
、
集
倖
洛
の
変
．
遷
や
旧
道
の
位
ア
、

り
て
れ
に
赤
円
百
川
の
流
れ
の
変
化
も
眺

み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

　
ま
た
「
内
済
1
1
気
一
が
定
善
芽
に

残
’
、
て
い
る
こ
と
も
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